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通貨選択型個人年金保険「グロース・カレンシー」を八十二銀行で販売開始 

 
マニュライフ生命保険株式会社（代表執行役社長兼 CEO：クレイグ・ブロムリー、以下マニュライフ生命）は、変化

する日本のお客様の資産形成ニーズにお応えする商品として、2010 年 8 月 2 日より通貨選択型個人年金保険「グロー

ス・カレンシー」を株式会社八十二銀行（取締役頭取：山浦 愛幸）で販売いたします。 
 
「グロース・カレンシー」は、「海外の好金利を活用して外貨の資産を増やしたい」、「シンプルで確実な運用をした

い」というお客様のニーズにお応えする外貨建ての定額年金保険商品です。お客様は、米ドル、豪ドル、ニュージーラン

ドドル、カナダドル、ユーロの 5 種類のうちから、通貨を選択できます。ご契約時に定められた積立利率が、据置期間
*1

中変わらず適用されるため、外貨での資産を確実に増やすことができます。また、据置期間（10 年）満了時には積立金

および加算されるボーナス
*2
の合計額が年金原資となり、外貨または円で年金（一括受取も可）を受け取れます。 

 
 
「グロース・カレンシー」の特長 
 
①5 種類の外貨から選べます。 
・それぞれに特徴のある下記通貨からお選びいただけます。 
米ドル、豪ドル、ニュージーランドドル、カナダドル、ユーロ 

 
②確実に外貨での資産を増やせます。 
・海外の好金利を活用することができます。 
・ご契約時に定められた積立利率が、据置期間中変わらず適用されるため、外貨での資産を確実に増やせます。 
・据置期間満了時の積立金額にボーナスを加算し、年金原資とします。 
 
 

マニュライフ生命は、お客様の信頼に支えられ、その信頼に真摯に応える企業として、また力強さに満ち、明日を切

り拓く企業として、お客様お一人おひとりのニーズに合った最適な解決策をご提供しております。今後ともマニュライ

フ・ファイナンシャルが海外市場で培ったノウハウと当社の国内での経験を結集し、より一層多くのお客様に喜んでい

ただける商品・サービスをお届けすることを目指してまいります。 
 

*1 据置期間 ご契約日から年金支払開始日の前日までの期間。 
*2 ボーナス 据置期間満了時の積立金額と基本保険金額との差額。 

 

マニュライフについて 
 
マニュライフ生命保険株式会社 (｢マニュライフ生命｣) は、マニュライフ・ファイナンシャル社のグループ企業です。 
マニュライフ･ファイナンシャルは、カナダを本拠とし、世界22ヶ国・地域で事業を展開している金融サービスのリーディング･グループです。マニュ

ライフは120年以上にわたり、信頼に支えられ、その信頼に真摯に応える企業として、また力強さに満ち、明日を切り拓く企業として、人生で最も重

要な資金面の決断を行う際の解決策を、世界各地のお客さまにお届けすることを目指してまいりました。同社職員、エージェントおよび販売パートナ
ーの国際的なネットワークを通じて、世界各地の数百万のお客様に経済的保障や資産運用・形成のための商品・サービスをご提供しています。また、

世界各地の機関投資家のお客さまには、資産運用サービスのみならず、生命保険および損害・傷害保険の再々保険に特化した再保険の解決策もご提供

しています。マニュライフ･ファイナンシャルとその子会社の管理運用資産は、2010年3月31日現在4,460億カナダドル（4,400億米ドル）となっていま

す。カナダおよびアジア地域ではマニュライフ･ファイナンシャルとして、米国においては主にジョン･ハンコックとして事業を展開しています。 
マニュライフ･ファイナンシャル社は、トロント証券取引所、ニューヨーク証券取引所およびフィリピン証券取引所においては｢MFC｣の銘柄コードで、

また、香港証券取引所では｢945｣で取引されています。マニュライフ･ファイナンシャルについての詳細は同社ホームページ (www.manulife.com) をご
覧下さい。マニュライフ生命のホームページは次の通りです。(www.manulife.co.jp) 

本資料は、商品発売にあたって作成された報道機関向け発表資料を転載したものです。 

商品ご購入のご検討にあたっては、必ず「契約締結前交付書面（契約概要/注意喚起情報）

兼商品パンフレット」「ご契約のしおり／約款」などをご覧下さい。 
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